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「
大
会
開
催
の
た
め
に
多
く
の
資
源
を
投
入
し
、
行
き
届
い
た
準
備

を
行
い
、
大
会
を
成
功
に
導
い
た
。
日
本
滞
在
中
、
中
国
選
手
団
は

大
会
組
織
委
員
会
関
係
者
の
誠
実
さ
、
情
熱
、
周
到
さ
、
緻
密
さ
を

強
く
感
じ
た
」

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
閉
幕
式
か
ら
二
日
後

の
八
月
一
〇
日
、
中
国
代
表
団
は
日
本
政
府
と
東
京
五
輪
組
織
委
員

会
に
対
し
、
謝
意
を
表
明
し
た
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
期
間
中
、
中
国
メ
デ
ィ
ア
は
一
様
に
好
意

的
な
報
道
を
展
開
、
中
国
政
府
当
局
者
も
日
本
の
政
府
や
大
会
組
織

委
員
会
の
対
応
を
評
価
す
る
発
言
を
繰
り
返
し
た
。
尖
閣
や
台
湾
問

題
を
め
ぐ
り
緊
張
が
増
し
て
い
る
両
国
関
係
を
考
え
る
と
、
違
和
感

す
ら
覚
え
る
称
賛
ぶ
り
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
異
例
の
賛
辞
は
、
習
近
平
指
導
部
の
不
安
と
期
待
の
混

ざ
っ
た
本
音
が
に
じ
ん
で
い
た
と
言
え
る
。
日
本
で
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
が
拡
大
す
る
中
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
中
止
と
な

れ
ば
、
開
幕
ま
で
半
年
に
迫
っ
た
２
０
２
２
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬

季
競
技
大
会
の
開
催
に
も
影
響
が
出
か
ね
な
い
か
ら
だ
。

　

習
近
平
国
家
主
席
に
と
っ
て
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
是
が
非
で

も
成
功
さ
せ
た
い
大
事
業
と
言
え
る
。
習
氏
は
一
月
、
会
場
予
定
地

を
視
察
し
て
、
担
当
者
ら
に
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
は
共
産
党
と
国

家
の
一
大
事
で
あ
り
、
国
際
社
会
に
対
す
る
厳
か
な
約
束
だ
」
と
檄

を
飛
ば
し
た
。そ
の
直
後
、電
話
会
談
し
た
バ
ッ
ハ
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
会
長
に
対
し
、「
中
国
は
新
型
コ
ロ
ナ
を
封

じ
込
め
て
経
済
回
復
を
実
現
し
、
五
輪
開
催
へ
の
ふ
さ
わ
し
い
条
件

を
整
え
た
」
と
訴
え
た
。

　

習
氏
の
並
々
な
ら
ぬ
意
気
込
み
に
は
、
世
界
で
最
初
に
コ
ロ
ナ
の

朝
日
新
聞
編
集
委
員

峯
村
健
司

２
０
２
２
冬
季
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
成
功
さ
せ
た
い
中
国
。

東
京
大
会
に
感
染
対
策
を
学
び
「
完
全
開
催
」
に
威
信
を
賭
け
る
。

し
か
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
に
控
え
る
中
国
共
産
党
大
会
と
、

「
人
権
問
題
」
に
よ
る
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
可
能
性
が
影
を
落
と
す
。

欧
米
を
主
に
し
た
国
際
社
会
、
そ
し
て
日
本
は
ど
う
対
応
す
る
か
。

み
ね
む
ら　

け
ん
じ　
一
九
九
七
年
青
山
学

院
大
学
卒
、
朝
日
新
聞
社
入
社
。
中
国
総
局

特
派
員
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
セ

ン
タ
ー
中
国
研
究
所
客
員
研
究
員
、
ア
メ
リ

カ
総
局
な
ど
を
経
て
現
職
。
二
〇
一
〇
年
度

ボ
ー
ン
・
上
田
記
念
国
際
記
者
賞
受
賞
。
著

書
に『
潜
入
中
国
』『
宿
命 

習
近
平
闘
争
秘
史
』

『
十
三
億
分
の
一の
男
』
な
ど
。

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催 

二
つ
の「
ハ
ー
ド
ル
」



トレンド2021

105

感
染
が
拡
大
し
た
国
が
完
全
復
活
を
遂
げ
る
こ
と
で
、
党
の
威
信
を

賭
け
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
完
全
な
形
で
開
催
し
、
国
威
発
揚
に
つ
な

げ
た
い
思
惑
が
透
け
て
見
え
る
。

　

そ
し
て
何
よ
り
も
習
氏
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
を
て
こ
に
、

そ
の
半
年
後
の
二
〇
二
二
年
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る
中
国
共
産
党
大

会
に
つ
な
げ
て
い
く
思
惑
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
習
氏
に
と
っ
て
い
わ

ば
正
念
場
と
い
え
る
政
治
の
場
に
な
る
か
ら
だ
。
毛
沢
東
の
独
裁
が

も
た
ら
し
た
失
政
の
教
訓
か
ら
、鄧
小
平
は
国
家
主
席
の
任
期
を「
二

期
一
〇
年
」
と
設
け
、
集
団
指
導
体
制
に
切
り
替
え
た
。
と
こ
ろ
が

習
氏
は
一
八
年
の
憲
法
改
正
で
、
任
期
を
撤
廃
し
、
三
期
目
に
道
筋

を
つ
け
た
。
こ
の
時
、
党
内
で
は
こ
れ
に
否
定
的
な
意
見
が
強
か
っ

た
。
こ
う
し
た
反
対
を
封
印
す
る
た
め
に
も
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成

功
は
不
可
欠
と
言
え
よ
う
。

コ
ロ
ナ
を
抑
え
て
の
大
会
開
催
は
可
能
か

　

だ
が
、
習
氏
の
思
惑
通
り
に
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
成
功
さ
せ
る

た
め
に
は
、
二
つ
の
「
ハ
ー
ド
ル
」
が
あ
る
。

　

中
国
政
府
は
強
権
的
な
措
置
に
よ
っ
て
感
染
の
拡
大
期
を
短
く
抑

え
込
ん
だ
。
し
か
し
、デ
ル
タ
株
な
ど
の
変
異
株
の
拡
大
に
よ
っ
て
、

感
染
者
が
再
び
増
え
て
い
る
。
中
国
政
府
に
よ
る
と
、
二
〇
二
一
年

七
月
時
点
で
計
一
〇
〇
ヵ
国
以
上
に
六
億
回
分
を
超
え
る
中
国
製
ワ

ク
チ
ン
を
提
供
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
各
国
か
ら
接
種
後
で
も
感

染
・
死
亡
す
る
例
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
効
果
を
疑
問
視
す
る
声
も

広
が
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
に
つ
れ
、
感
染
者
が
増
加
す
る
可

能
性
が
あ
る
。
特
に
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
る
二
二
年
二

月
四
～
二
〇
日
は
寒
さ
が
最
も
厳
し
く
、
中
国
の
春
節
（
旧
正
月
）

と
も
重
な
る
。
の
べ
一
七
億
人
と
推
計
さ
れ
る
帰
省
の
人
流
に
よ
っ

て
感
染
が
広
が
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
デ
ュ
ビ
五
輪
統
括
部
長
は
八

月
五
日
、「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
世
界
的
、
特
に
中
国
で
ど
う
な
っ
て

い
く
か
を
見
て
、
観
客
の
参
加
が
も
た
ら
す
結
果
を
考
え
た
い
」
と

述
べ
、無
観
客
の
可
能
性
も
示
唆
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、「
完
全
な
形
」

の
開
催
を
目
指
す
中
国
政
府
は
、
観
客
を
入
れ
る
考
え
を
崩
し
て
い

な
い
。
周
到
な
準
備
と
強
権
に
よ
っ
て
実
現
す
る
構
え
だ
。

　

北
京
冬
季
五
輪
組
織
委
員
会
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
視
察
の

た
め
、
中
国
代
表
団
の
一
員
と
し
て
計
三
四
人
の
視
察
チ
ー
ム
を
東

京
に
派
遣
し
た
。
感
染
対
策
の
ポ
ス
タ
ー
や
選
手
向
け
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
、
無
観
客
の
や
り
方
な
ど
に
つ
い
て
研
究
を
重
ね
た
。
視
察
チ
ー

ム
の
一
人
は
中
国
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
感
染

措
置
に
つ
い
て
「
非
常
に
細
や
か
で
厳
格
に
説
明
さ
れ
て
い
る
」
と

評
価
し
て
い
る
。
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こ
う
し
た
教
訓
に
加
え
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
「
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
よ
り
も
さ
ら
に
厳
し
い
措
置
を
取
る
こ
と
に
な
る
」（
中
国

政
府
当
局
者
）
よ
う
だ
。
外
国
人
選
手
に
つ
い
て
は
、
入
国
し
て
か

ら
数
週
間
、
政
府
の
施
設
で
完
全
隔
離
す
る
こ
と
を
求
め
る
方
向
で

検
討
し
て
い
る
が
、
競
技
場
の
下
見
や
練
習
が
で
き
な
く
な
る
恐
れ

が
あ
る
。
ま
た
、
東
京
五
輪
組
織
委
員
会
が
採
用
し
た
、
選
手
や
関

係
者
と
一
般
の
人
を
分
離
す
る
「
バ
ブ
ル
方
式
」
を
よ
り
厳
し
く
す

る
。
選
手
だ
け
で
は
な
く
、
審
判
や
ド
ラ
イ
バ
ー
、
記
者
が
中
国
の

一
般
市
民
と
は
一
切
接
触
で
き
な
い
よ
う
に
し
た
上
で
、
大
会
終
了

後
も
隔
離
施
設
で
数
週
間
過
ご
し
た
上
で
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
義

務
づ
け
る
ほ
か
、
海
外
か
ら
の
観
客
や
随
行
員
の
人
数
も
大
幅
に
抑

え
る
こ
と
で
調
整
し
て
い
る
。

　

た
だ
、
あ
ま
り
に
厳
格
な
感
染
対
策
を
や
る
と
、
競
技
や
選
手
の

準
備
に
支
障
が
出
る
恐
れ
が
あ
る
。
無
理
を
し
て
「
有
観
客
」
に
踏

み
切
れ
ば
、
感
染
拡
大
に
つ
な
が
る
リ
ス
ク
も
は
ら
む
。
中
国
政
府

は
こ
れ
か
ら
半
年
間
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
と
感
染
対
策
と
の
間
の

難
し
い
舵
取
り
が
求
め
ら
れ
る
。

高
ま
る
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ボ
イ
コ
ッ
ト
論

　

も
う
一
つ
の
「
ハ
ー
ド
ル
」
が
、
中
国
・
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区

に
お
け
る
人
権
問
題
を
め
ぐ
る
、
国
際
社
会
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ボ
イ
コ
ッ
ト
の
動
き
だ
。

　

筆
者
は
二
〇
〇
八
年
の
北
京
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
、
北
京
特
派

員
と
し
て
取
材
し
た
。
開
催
半
年
ほ
ど
前
の
同
年
三
月
、
中
国
チ

ベ
ッ
ト
自
治
区
ラ
サ
で
、
僧
侶
や
住
民
と
治
安
当
局
が
衝
突
し
、
多

数
の
死
傷
者
が
出
た
。
各
国
政
府
が
抗
議
し
、
各
地
の
聖
火
リ
レ
ー

が
妨
害
さ
れ
た
。
会
場
周
辺
で
は
外
国
の
人
権
団
体
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
が
抗
議
デ
モ
を
し
て
、
警
察
当
局
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
の
を
目

の
当
た
り
に
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
胡
錦
濤
政
権
は
、
全
国
か
ら
約

一
四
〇
万
人
の
軍
・
警
察
を
北
京
に
動
員
し
、
こ
う
し
た
反
発
を
力

ず
く
で
抑
え
て
開
催
を
敢
行
し
た
。
そ
れ
で
も
、米
国
の
ジ
ョ
ー
ジ
・

Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
、
開
幕
式
に
参
加
。
胡
主
席
と
と
も
に
笑

顔
で
観
覧
し
て
い
た
。
経
済
的
な
結
び
つ
き
が
強
ま
っ
て
い
た
欧
州

も
、
対
中
批
判
の
足
並
み
は
揃
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
一
三
年
。
国
際
社
会
の
中
国
へ
の
視
線
は
激
変
し
た
。

　

経
済
成
長
を
遂
げ
て
自
信
を
つ
け
た
習
近
平
政
権
は
、
対
外
的
な

強
硬
路
線
に
転
換
し
た
。
一
四
年
一
一
月
、
習
氏
は
こ
れ
ま
で
米
国

が
主
導
し
て
き
た
国
際
秩
序
を
中
国
が
率
先
し
て
変
え
て
い
く
考
え

を
打
ち
出
し
、
各
国
の
警
戒
を
招
い
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
を
め
ぐ
る
中

国
政
府
の
初
期
段
階
に
お
け
る
隠
蔽
疑
惑
や
対
応
の
遅
れ
の
ほ
か
、

各
国
に
展
開
し
た
行
き
過
ぎ
た「
マ
ス
ク
外
交
」へ
の
反
発
も
相
ま
っ

て
、
欧
米
諸
国
を
中
心
に
対
中
感
情
が
急
速
に
悪
化
し
た
。
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国
内
で
は
民
主
活
動
家
や
学
者
の
締
め
付
け
を
進
め
、
少
数
民
族

へ
の
統
制
を
強
め
た
。
ち
ょ
う
ど
習
指
導
部
が
こ
う
し
た
強
硬
策
を

取
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
地
が
北
京

に
決
ま
っ
た
一
五
年
七
月
頃
と
重
な
る
。
こ
の
月
、
中
国
当
局
は
、

国
内
の
人
権
活
動
家
や
弁
護
士
ら
数
百
人
の
一
斉
検
挙
に
踏
み
切
っ

た
。
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
は
、
ウ
イ
グ
ル
族
の
「
職
業
技
能
教

育
訓
練
セ
ン
タ
ー
」
を
次
々
と
建
設
し
、
国
際
社
会
か
ら
宗
教
や
思

想
の
自
由
を
侵
害
す
る
「
再
教
育
施
設
」
と
の
批
判
を
招
い
た
。

　

こ
う
し
た
習
政
権
の
強
権
的
な
政
策
が
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ

の
拒
否
反
応
へ
と
つ
な
が
る
の
は
、
い
わ
ば
必
然
だ
っ
た
と
言
え
よ

う
。
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
い
わ
ば
、
中
国
当
局
に
よ
る
人
権
抑
圧

の
象
徴
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

圧
力
を
強
め
る
欧
米
と
態
度
を
保
留
し
た
い
企
業

　

二
〇
二
一
年
に
入
り
、
人
権
問
題
を
め
ぐ
る
対
中
圧
力
の
動
き
は

加
速
し
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
米
政
権
末
期
の
一
月
一
九
日
、
ポ
ン
ペ

オ
国
務
長
官
が
中
国
当
局
に
よ
る
ウ
イ
グ
ル
族
へ
の
強
制
的
な
同
化

政
策
を
「
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
（
集
団
殺
害
）」
に
当
た
る
と
認
定
。
方

針
は
バ
イ
デ
ン
政
権
に
な
っ
て
も
引
き
継
が
れ
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領

は
三
月
二
五
日
の
就
任
後
初
の
記
者
会
見
で
、
中
国
の
人
権
問
題
に

つ
い
て
「
わ
れ
わ
れ
は
容
赦
な
い
方
法
で
、
世
界
中
の
注
意
を
喚
起

す
る
」
と
強
い
調
子
で
非
難
し
た
。
バ
イ
デ
ン
氏
の
言
葉
通
り
、米
・

英
・
カ
ナ
ダ
・
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
が
一
斉
に
対
中
制
裁
を
発
動
し

た
ほ
か
、
米
国
務
省
が
三
月
三
〇
日
に
公
表
し
た
「
二
〇
二
〇
年
人

権
報
告
書
」
で
は
、
中
国
政
府
が
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
で
「
ジ
ェ

ノ
サ
イ
ド
と
人
道
に
対
す
る
罪
」
を
犯
し
て
い
る
と
明
記
さ
れ
た
。

ウ
イ
グ
ル
問
題
に
関
し
て
は
、
バ
イ
デ
ン
政
権
は
ト
ラ
ン
プ
前
政
権

よ
り
さ
ら
に
厳
し
い
ス
タ
ン
ス
を
取
っ
て
い
る
。

　

米
議
会
で
も
共
和
党
議
員
を
中
心
に
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
で
の
人
権

侵
害
を
理
由
に
北
京
五
輪
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
べ
き
だ
と
の
声
が
広

が
っ
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
対
中
強
硬
政
策
を
牽
引
し
て
き
た

ペ
ン
ス
前
副
大
統
領
は
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
基
本
的
人
権
と
人
類

の
幸
福
を
尊
重
す
る
国
で
実
施
さ
れ
る
べ
き
だ
。
中
国
政
府
が
新
疆

ウ
イ
グ
ル
自
治
区
で
の
人
権
侵
害
を
停
止
し
な
い
限
り
、
バ
イ
デ
ン

氏
は
五
輪
の
開
催
地
を
北
京
か
ら
別
の
場
所
に
変
更
す
る
よ
う
主
張

す
べ
き
だ
」
と
訴
え
た
。

　

こ
う
し
た
米
議
会
の
批
判
の
矛
先
は
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ス

ポ
ン
サ
ー
企
業
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
。

　

七
月
二
七
日
に
開
か
れ
た
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ス
ポ
ン
サ
ー
企

業
に
対
す
る
米
議
会
公
聴
会
に
は
、
清
涼
飲
料
の
コ
カ
・
コ
ー
ラ
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
ビ
ザ
、
民
泊
仲
介
の
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
、
半
導

体
の
イ
ン
テ
ル
な
ど
の
幹
部
が
証
人
と
し
て
呼
ば
れ
た
。
共
和
党
の
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ス
ミ
ス
下
院
議
員
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
協
賛
自
体
が
「
中
国
の
体

制
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
助
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
」
と
し
て
、
ス
ポ
ン

サ
ー
を
辞
退
す
る
よ
う
迫
っ
た
。

�

「
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
場
所
で
人
権
侵
害
が
あ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
深

く
憂
慮
す
る
」（
イ
ン
テ
ル
執
行
副
社
長
）

�

「
人
権
は
わ
れ
わ
れ
の
価
値
観
の
核
心
で
は
あ
る
が
、
中
国
で
は
中

国
の
法
と
規
制
に
従
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」（
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ

ｂ
幹
部
）

　

証
人
ら
の
回
答
は
、
一
般
論
や
抽
象
論
に
終
始
し
た
。
こ
れ
に
対

し
共
和
党
の
コ
ッ
ト
ン
上
院
議
員
は
「
こ
こ
に
い
る
証
人
は
明
ら
か

に
中
国
を
攻
撃
す
る
こ
と
は
何
も
言
う
な
と
命
じ
ら
れ
て
い
る
」
と

批
判
。
民
主
党
の
マ
リ
ノ
ウ
ス
キ
ー
下
院
議
員
も
「
中
国
か
ら
の
批

判
を
恐
れ
る
の
は
恥
ず
べ
き
こ
と
だ
」
と
、強
い
口
調
で
非
難
し
た
。

　

翌
二
八
日
、
中
国
外
務
省
の
趙
立
堅
副
報
道
局
長
は
「
北
京
冬
季

五
輪
を
妨
害
・
破
壊
し
よ
う
と
す
る
企
て
に
断
固
反
対
す
る
」
と
米

議
会
に
反
発
し
た
上
で
、「
中
国
の
過
去
四
〇
年
の
改
革
開
放
で
巨

大
な
利
益
を
得
た
米
国
企
業
は
正
確
な
判
断
を
す
る
と
信
じ
て
い

る
」
と
も
述
べ
、
米
企
業
を
牽
制
し
た
。

中
国
政
府
が
恐
れ
る
国
連
高
官

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が

終
わ
り
、
国
際
社
会
の
目
は
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
ら
れ
る
。

今
後
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
動
き
が
強
ま
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

特
に
中
国
当
局
が
神
経
を
と
が
ら
せ
て
い
る
の
が
、
ミ
チ
ェ
ル
・

バ
チ
ェ
レ
国
連
人
権
高
等
弁
務
官
の
動
向
だ
。
バ
チ
ェ
レ
氏
は
チ
リ

大
統
領
を
二
度
務
め
た
、
世
界
で
最
も
影
響
力
の
あ
る
女
性
政
治
家

の
一
人
と
言
わ
れ
る
。
チ
リ
の
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
で
ア
ジ
ェ
ン
デ
政

権
を
倒
し
た
ピ
ノ
チ
ェ
ト
将
軍
に
反
発
し
た
軍
人
を
父
親
に
持
つ
。

バ
チ
ェ
レ
氏
は
医
学
生
だ
っ
た
一
九
七
五
年
、
ピ
ノ
チ
ェ
ト
政
権

下
、
首
都
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
の
収
容
施
設
で
数
週
間
に
わ
た
っ
て
拘
束

さ
れ
、
拷
問
を
受
け
た
。

　

バ
チ
ェ
レ
氏
の
よ
う
に
、
自
身
や
身
内
が
収
容
さ
れ
た
り
拷
問
を

受
け
た
り
し
た
経
験
が
あ
る
人
は
、
人
権
問
題
に
は
厳
し
い
ス
タ
ン

ス
を
取
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
だ
。筆
者
は
ワ
シ
ン
ト
ン
特
派
員
時
代
、

ブ
リ
ン
ケ
ン
米
国
務
長
官
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
（
ユ
ダ
ヤ
人
大
虐
殺
）
の
生
存
者
で
あ
る
継
父
の
こ

と
に
触
れ
、「
私
に
と
っ
て
人
権
問
題
は
最
重
要
の
課
題
だ
」
と
強

調
し
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
経
験
が
、
バ
イ
デ
ン

外
交
を
率
い
る
ブ
リ
ン
ケ
ン
氏
の
ウ
イ
グ
ル
問
題
を
含
め
た
対
中
政

策
の
礎
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
バ
チ
ェ
レ
氏
は
二
〇
一
八
年
の

高
等
弁
務
官
就
任
直
後
か
ら
、
中
国
政
府
に
よ
る
ウ
イ
グ
ル
族
へ
の

政
治
思
想
教
育
な
ど
の
強
制
疑
惑
に
深
刻
な
懸
念
を
表
明
し
て
い
る
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の
も
、
自
身
の
経
験
が
関
係
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

バ
チ
ェ
レ
氏
が
出
席
し
た
二
一
年
六
月
二
二
日
の
国
連
人
権
理
事

会
で
、
日
本
や
米
国
、
欧
州
な
ど
四
〇
ヵ
国
余
り
が
、
中
国
・
新
疆
ウ

イ
グ
ル
自
治
区
の
人
権
状
況
に
つ
い
て
の
共
同
声
明
を
発
表
し
た
。

�

「
信
頼
で
き
る
報
告
で
は
、
新
疆
で
一
〇
〇
万
人
超
が
恣
意
的
に
拘

束
さ
れ
、
ウ
イ
グ
ル
族
や
そ
の
他
少
数
民
族
に
偏
っ
た
監
視
が
広
が

り
、基
本
的
な
自
由
や
ウ
イ
グ
ル
文
化
へ
の
制
限
が
な
さ
れ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
中
国
に
対
し
、
バ
チ
ェ
レ
高
等
弁
務
官
ら
独
立
し
た
監

視
団
の
即
時
の
有
意
義
か
つ
自
由
な
新
疆
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
認
め
る

よ
う
求
め
る
」

　

こ
れ
に
対
し
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
中
国
の
国
連
代
表
部
幹
部
は
、「
わ

れ
わ
れ
は
、
高
等
弁
務
官
が
中
国
、
新
疆
を
訪
問
す
る
こ
と
を
歓
迎

す
る
。こ
の
訪
問
は
い
わ
ゆ
る
推
定
有
罪
に
基
づ
く
調
査
で
は
な
く
、

交
流
と
協
力
を
促
進
す
る
た
め
の
も
の
だ
」
と
述
べ
た
も
の
の
、
時

期
に
つ
い
て
は
言
及
し
な
か
っ
た
。

　

米
政
府
関
係
者
に
よ
る
と
、
バ
チ
ェ
レ
氏
は
六
月
に
バ
イ
デ
ン
大

統
領
と
電
話
会
談
し
、
今
年
末
ま
で
に
バ
チ
ェ
レ
氏
の
新
疆
訪
問
を

目
指
す
こ
と
で
合
意
し
た
。
実
現
す
れ
ば
、
国
際
社
会
の
ウ
イ
グ
ル

問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
中
国
政
府
が
拒
否
す
れ
ば
、
国
際
社
会

か
ら
批
判
が
高
ま
る
だ
ろ
う
。い
ず
れ
に
し
て
も
、北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
幕
直
前
に
、ボ
イ
コ
ッ
ト
論
が
過
熱
す
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
め
ぐ
り
、
ウ
イ
グ
ル
問
題
で

中
国
に
圧
力
を
か
け
た
い
欧
米
諸
国
と
、
な
ん
と
し
て
も
成
功
さ
せ

て
二
二
年
秋
の
共
産
党
大
会
に
つ
な
げ
た
い
中
国
と
の
間
の
つ
ば
ぜ

り
合
い
が
激
し
く
な
る
の
は
間
違
い
な
い
。

問
わ
れ
る
日
本
の
対
応

　

こ
う
し
た
対
立
に
、
日
本
は
い
や
が
応
で
も
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
。
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
最
高
位
ス
ポ
ン
サ
ー

一
三
社
に
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
や
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン

が
名
を
連
ね
る
。
そ
の
ト
ヨ
タ
が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
用
Ｃ
Ｍ
の
国

内
放
映
を
見
送
っ
た
際
に
、
米
紙
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
は
七
月

二
五
日
、「
不
幸
な
こ
と
に
彼
ら
は
違
う
五
輪
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
て

い
る
。体
制
礼
賛
を
正
当
化
す
る
式
典
に
、何
事
も
起
き
て
い
な
か
っ

た
か
の
よ
う
に
企
業
幹
部
が
列
席
す
る
の
は
想
像
し
が
た
い
」
と
指

摘
し
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
促
し
た
。

　

ウ
イ
グ
ル
問
題
で
欧
米
各
国
に
歩
調
を
合
わ
せ
れ
ば
、
日
本
政
府

に
も
同
調
圧
力
は
強
ま
る
だ
ろ
う
。
一
方
で
、
中
国
政
府
か
ら
も
日

本
側
に
対
し
て
、牽
制
す
る
動
き
が
出
て
く
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
。

こ
う
し
た
米
中
双
方
か
ら
の
圧
力
に
対
し
て
、
日
本
の
政
府
や
企
業

は
ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
で
臨
む
の
か
。
早
急
に
対
応
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
。
●




